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(57)【要約】
【課題】　内包した扁平の長尺弾性体１２が断面方向に
丸まり難く、かつ袋ベルト１１の蛇腹収縮が片寄り難い
ストラップ１を備えた伸縮式蛇腹状のランヤードＡを提
供する。
【解決手段】　長尺で筒状の袋ベルト１１内に、その袋
ベルト１１より所定率短尺の長尺弾性体１２を挿入重合
し、両端に輪状部５，５を形成するように縫合する。こ
のように構成したストラップ１の所定位置で、所定長さ
の拘持材１３を、袋ベルト１１と長尺弾性体１２と共に
固定する。これにより、当該ストラップ１が拘持材１３
を固定した位置で分割されて、長期間使用しても内包し
た扁平の長尺弾性体１２が断面方向に丸まり難くなり、
無負荷時のランヤードＡの長さを当初の長さで保つこと
ができる。また、長尺弾性体１２が自然長状態になる際
、袋ベルト１１が略均等な蛇腹状態とならずに長手方向
の一方に片寄ってしまうこともなく、局部劣化を防止す
ることができる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺で筒状の袋ベルトと、当該袋ベルトより所定率短尺の長尺弾性体とから成るストラ
ップを有する安全帯用のランヤードであって、
　前記ストラップは、前記袋ベルト内に前記長尺弾性体を挿入重合し、両者の端部を引き
揃えた状態で折り返して縫合し、両端に輪状部が形成されており、
　前記ストラップの両端の輪状部間に引張力の負荷を加えたとき、前記袋ベルトは自然長
状態となり、前記長尺弾性体は前記袋ベルト長さまで延伸された延伸状態となり、また、
引張力の加わらない無負荷時には、前記長尺弾性体は自然長状態となり、前記袋ベルトは
表裏両面に波状となった蛇腹状態となるように構成されており、
　前記ストラップ長を分割する所定位置で、所定長さの拘持材を、自然長状態とした前記
長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除した前記袋ベルトと共に固定したことを特徴とす
る安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤード。
【請求項２】
　前記拘持材が、平板状或いはコの字状シートから成り、前記ストラップ長が略二等分割
されるように当該ストラップの中央部近傍を、自然長状態とした前記長尺弾性体と、蛇腹
状態を部分的に解除した前記袋ベルトと共に重縫合されていることを特徴とする請求項１
に記載の安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤード。
【請求項３】
　前記拘持材が、平板状或いはコの字状シートから成り、前記ストラップ長が略等分割さ
れるように当該ストラップの複数箇所を、自然長状態とした前記長尺弾性体と、蛇腹状態
を部分的に解除した前記袋ベルトと共に重縫合されていることを特徴とする請求項１に記
載の安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤード。
【請求項４】
　前記拘持材が、所定長さの扁平筒状体から成り、前記ストラップ長が分割されるように
当該ストラップの所定箇所で、自然長状態とした前記長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に
解除した前記袋ベルトとを外包拘持していることを特徴とする請求項１に記載の安全帯用
伸縮式蛇腹状ランヤード。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として高所作業において使用する安全帯のランヤードに関するものであり
、特には伸縮式の蛇腹状ランヤードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　高所での作業現場において、万一作業者が墜落したときに、その落下を阻止するため、
作業者はランヤード（ロープ又はストラップ＋フック又はカラビナ）を備えた安全帯を装
着している。作業者は、このフック等を親綱や堅固な構造物等に掛止して自分の体と接続
することにより、万一足を踏み外した場合等の墜落を防止している。また、そのランヤー
ドには、ストラップ巻取式（巻取器を備え、ストラップの余長を巻き取って使用するタイ
プ）やロープ式（ロープ又はストラップを巻き取らないで使用するタイプ）のものがある
が、一般的に、作業者が移動する際に構造物に引っ掛かることが多いような現場ではスト
ラップ巻取式が、そうでない現場ではロープ式が使用されている。しかしながら、ロープ
式であってもロープの垂れ下がりが少ない方がよいという作業者も多く、無負荷時のラン
ヤード長さを短く保つことができる伸縮式ロープ（ストラップ）が考案されている。
【０００３】
　このような伸縮式のランヤードを備えた安全帯として、特許文献１に開示されている「
安全帯」がある。この考案は、伸縮式蛇腹状ランヤードを用いた２本式の安全帯である。
詳しくは、ロープ本体を、非伸縮性材料より成る長尺袋で構成し、且つ、蛇腹構造域を設
け、その蛇腹構造域は、長尺袋内に格納された伸縮ロープを伸張させた状態で長尺袋と伸
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縮ロープとを縫着することによって形成している。しかしながら、この伸縮式蛇腹状ラン
ヤードの伸縮ロープには、伸縮率を大きくするため弾性限界の高い天然ゴム等の材料を用
いる必要があり、また、ロープ（ストラップ）本体を確実に縫着するための縫合スペース
を確保できる扁平のゴムベルト等を用いる必要がある。そのため、長期間の使用により内
包したゴムベルトが断面方向に丸まってしまい、長尺袋（袋ベルト）と強く接触して、そ
の摩擦力で縮みにくくなり、無負荷時のランヤード長さが長くなることがある。また、ゴ
ムベルトが自然長状態（力の加わっていない状態）になる際、袋ベルトが略均等な蛇腹状
態（袋ベルトの表裏両面に波状部を形成する状態）とならず、一方に片寄ってしまうこと
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３１７０２６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする主な問題点は、従来の伸縮式蛇腹状ランヤードでは、長期間
の使用により内包した扁平のゴムベルトが断面方向に丸まってしまい、袋ベルトとの摩擦
力で縮みにくくなって、無負荷時のランヤード長さが長くなり、そのために、ランヤード
の持つ伸縮性能が低下してしまい、ランヤード先端のフックを構造物に掛止するとき（フ
ック掛止時）に使いづらくなってしまう点と、ランヤード先端のフックを自らの安全帯の
環等に掛止するとき（フック休止時）にストラップの形成する輪状部が大きくなって、作
業者が移動する際、構造物に引っ掛かり易くなってしまう点である。
【０００６】
　更に、従来の伸縮式蛇腹状ランヤードでは、ゴムベルトが自然長状態となる際、袋ベル
トが略均等な蛇腹状態とならず、長手方向の一方に片寄ってしまうことがあり、そのため
に、局部劣化の要因となる点である。この片寄った蛇腹状態で、万一の墜落事故が発生し
、かつランヤードの中間部分が障害物と接触するような状態となった場合、ランヤードが
その接触部で二分されることになるが、人体側の片方だけが伸びて、主として落下衝撃荷
重を受け持つ袋ベルトに均等な荷重が加わらないこともある。
【０００７】
　そこで本発明は、ストラップの所定箇所に縫製等を施して分割し、内包した扁平のゴム
ベルトが断面方向に丸まり難く、かつ袋ベルトの蛇腹収縮が長手方向に片寄り難いストラ
ップを備えた安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードの提供を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明は、安全帯用のランヤードに用いるストラップを、長
尺で筒状の袋ベルトと、その袋ベルトより所定率短尺の長尺弾性体とで構成し、袋ベルト
内に長尺弾性体を挿入重合し、両者の端部を引き揃えた状態で折り返し、両端に輪状部を
形成するように縫合する。このストラップ両端の輪状部間に引張力の負荷（落下衝撃荷重
による重負荷ではなく、使用状態で軽く引っ張ったような軽負荷）を加えたとき、袋ベル
トは自然長状態（殆ど力の加わっていない状態）となり、長尺弾性体は袋ベルト長さまで
延伸された延伸状態となる。また、引張力の加わらない無負荷時には、長尺弾性体は自然
長状態となり、袋ベルトは表裏両面に波状となった蛇腹状態となる。このように構成した
ストラップの当該ストラップ長を分割する所定位置で、所定長さの拘持材を、自然長状態
とした長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルトと共に固定する。これにより
、当該ストラップが拘持材を固定した位置で分割される。
【０００９】
　この拘持材を、平板状或いはコの字状のシートで構成し、ストラップの中央部近傍を自
然長状態とした長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルトと共に重縫合するこ
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とにより、ストラップが二等分割されて、扁平の長尺弾性体が断面方向に丸まり難くなる
。詳しくは、安全帯のランヤードに用いるストラップ長さにおいて、そのままの長さでは
長尺弾性体が丸まることがあるが、このストラップを二等分割した長さでは丸まることが
殆どない。また、袋ベルトが長手方向の一方に片寄ってしまうことも殆どない。更に、所
定位置に固定した拘持材によって、ストラップが折曲されるので、当該輪状部を極めて小
さくできる。また、拘持材を、ストラップの略等分する複数箇所（２から５箇所）で、自
然長状態とした長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルトと共に重縫合するこ
とにより、更に、扁平の長尺弾性体が断面方向に丸まり難く、かつ袋ベルトの蛇腹収縮が
長手方向に片寄り難くなる。
【００１０】
　また、拘持材を所定長さの扁平筒状体で構成し、ストラップの所定箇所で、自然長状態
とした長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルトとを外包拘持してもよい。こ
れにより、重縫合したときと略同様に、ストラップが分割されて、扁平の長尺弾性体が断
面方向に丸まり難く、かつ袋ベルトの蛇腹収縮が長手方向に片寄り難くなる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードを用いることで、長期間使用しても内包した
長尺弾性体が断面方向に丸まってしまうことがなく、袋ベルトと強く接触しても、その摩
擦力で縮み難くならず、無負荷時のランヤード長さを当初の長さで保つことができる。こ
れにより、フック掛止時において使いづらくなることがない。また、フック休止時におけ
るストラップの形成する輪状部が大きくならないので、作業者が移動する際、構造物に引
っ掛かり難くでき、更に、所定位置に固定した拘持材によって、ストラップが折曲される
ので、当該輪状部を極めて小さくでき、更に構造物に引っ掛かり難くできるので安全性が
向上する。　また、長尺弾性体が自然長状態になる際、袋ベルトが略均等な蛇腹状態とな
らずに長手方向の一方に片寄ってしまうこともないので、局部劣化を防止することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１に係る安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードＡの自然長状態を示し
た正面図（写真）及び底面図（写真）である。
【図２】本発明の実施例１に係る安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードＡの延伸状態を示した
正面図（写真）及び底面図（写真）である。
【図３】本発明の実施例１に係る拘持材１３の取付部を示したストラップ１の要部拡大正
面図及び要部拡大底面断面図である。
【図４】本発明の実施例１に係る安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードＡのフック６１休止状
態を、他の伸縮式蛇腹状ランヤード９と比較した説明図である。
【図５】本発明の実施例１の変形例に係る長尺弾性体８２を示した正面図、側面図及び底
面断面図である。
【図６】本発明の実施例２に係る安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードＢの自然長状態を示し
た正面図及び底面図である。
【図７】本発明の実施例３に係る拘持材３３を示した正面図及び側面図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００１３】
　以下、図面を参照しつつ本発明に係る実施の形態について説明する。図１（ａ）及び 
（ｂ）は、本発明の実施例１に係る安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードＡ（以下「ランヤー
ドＡ」という）の自然長状態（力の加わっていない状態）を示した正面図及び底面図であ
り、図２（ａ）及び
（ｂ）は、本発明の実施例１に係るランヤードＡの延伸状態を示した正面図及び底面図で
ある。これらの図に示すように、ランヤードＡは、フック６１と、ストラップ１と、安全
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帯の胴ベルトに接続するリング６２を備えたショックアブソーバ７とから成り、フック６
１がＵシャックル５１ａでストラップ１に連結され、ショックアブソーバ７もＵシャック
ル５１ｂでストラップ１に連結されている。
【００１４】
　このストラップ１の基本構成は、長尺で筒状の袋ベルト１１と、その袋ベルト１１より
所定率短尺の長尺弾性体１２とから成り、袋ベルト１１内に長尺弾性体１２を挿入重合し
、両者の端部を引き揃えた状態で折り返し、両端に輪状部５，５を形成するように縫合し
たものである。この長尺弾性体１２には、ランヤードＡの伸縮率を大きくするため弾性限
界の高い天然ゴム等を用い、袋ベルト１１には、長尺弾性体１２に比し低伸度で高強度の
ナイロンやポリエステル等の合成繊維を用いている。
【００１５】
　図２（ａ）及び （ｂ）に示すように、ランヤードＡのフック６１とリング６２間、つ
まりストラップ１の両端の輪状部５，５間に、引張力の負荷（落下衝撃荷重による重負荷
ではなく、使用状態で軽く引っ張ったような軽負荷）を加えたとき、袋ベルト１１は自然
長状態（殆ど力の加わっていない状態）となり、長尺弾性体１２は袋ベルト１１の長さま
で延伸された延伸状態となる。また、図１（ａ）及び
（ｂ）に示すように、引張力の加わらない無負荷時には、長尺弾性体１２は自然長状態と
なり、袋ベルト１１は表裏両面に波状となった蛇腹状態となる。これらを整理すると、ス
トラップ１が自然長状態（短状態）のときは、袋ベルト１１が蛇腹状態（－）で長尺弾性
体１２が自然長状態（±０）であり、ストラップ１が延伸状態（長状態）のときは、袋ベ
ルト１１が自然長状態（±０）で長尺弾性体１２が延伸状態（＋）である。
【００１６】
　ここで、長尺弾性体１２は袋ベルト１１より所定率短尺であるが、この所定率は、ラン
ヤードＡの延伸状態と自然長状態の長さをどのように設定するかで決まる。具体的には、
延伸状態長さを１．７ｍとし、自然長状態長さを１．１～１．２ｍ程度に設定している。
この両者の差が大きいほど使い勝手はよいが、長尺弾性体１２が繰り返し疲労で劣化する
ので、前記の自然長状態長さは長尺弾性体１２の耐久性を考慮した長さである。
【００１７】
　そして、このように構成したストラップ１の所定位置で、所定長さの拘持材１３を、自
然長状態とした長尺弾性体１２と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルト１１と共に固定
する。本実施例では、ストラップ１の中央部近傍で、５０ｍｍ程度の長さの拘持材１３を
、蛇腹状ではなく真っ直ぐに伸ばした状態の袋ベルト１１と、延伸状態ではなく自然長状
態とした長尺弾性体１２と共に重縫合している。これにより、拘持材１３を固定した位置
、つまり袋ベルト１１と長尺弾性体１２と拘持材１３とを重縫合した位置でストラップ１
が分割される。
【００１８】
　図３（ａ）及び （ｂ）は、本発明の実施例１に係る拘持材１３の取付部を示したスト
ラップ１の要部拡大正面図及び要部拡大底面断面図である。これらの図に示すように、拘
持材１３は可撓性のある薄板状のシートであり、中央部をコの字状に折曲し、そのコの字
立片間に袋ベルト１１と長尺弾性体１２を挟み込んで重縫合している。この拘持材１３の
ストラップ１長手方向の長さは特に特定されるものではなく、縫合する縫い糸が繰り返し
使用に耐えればよい。本実施例では、拘持材１３にランヤードＡの品名表示や製造情報の
表示、また、ユーザーが記入できるスペース等の確保のため、５０ｍｍ程度の長さとして
いる。また、この拘持材１３の厚さも特に特定されるものではなく、繰り返し使用に耐え
うる厚さであればよい。
【００１９】
　この拘持材１３は平板状でもよく、ストラップ１の両面、或いは片面の何れかに袋ベル
ト１１と長尺弾性体１２と共に重縫合してもよい。しかしながら、コの字状の方が表裏の
位置合わせが容易で、縫合したときの縫い糸が表裏対称で適切な位置に来るよう縫合でき
る。また、可撓性のない板材でもよく、袋ベルト１１と長尺弾性体１２と共に固定できれ
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ばよい。
【００２０】
　ここで、本実施例において、袋ベルト１１は合成繊維製であると前述したが、ランヤー
ドＡは「安全帯の規格」及び「安全帯構造指針」に定められた強度を有する必要があり、
主として袋ベルト１１が荷重を受け持つので、その幅と厚さは、摩耗や紫外線等による劣
化を考慮した上で、落下衝撃時に加わる荷重に耐えうる強度を有している。
【００２１】
　また、本実施例において、長尺弾性体１２は弾性限界の高い天然ゴム製であると前述し
たが、ある程度の弾性を有する合成ゴムでもよい。このとき、ランヤードＡの延伸状態と
自然長状態の長さの差は小さくなるので、少々使い勝手は悪くなるが、繰り返し使用に対
する耐久性は向上する。
【００２２】
　但し、長尺弾性体１２は、両端に輪状部５，５を形成するように縫合し、また袋ベルト
１１と拘持材１３と共に重縫合するので、縫合の加工性より、それらを確実に縫着するた
めの縫合スペースを確保できる扁平であることが望ましい。具体的には、扁平のゴムベル
トを用いている。そのため、拘持材１３と共に固定しない場合、長期間の使用により袋ベ
ルト１１に内包した長尺弾性体１２が丸まってしまい、筒状である袋ベルト１１の内面と
強く接触したとき、その摩擦力で縮み難くなり、袋ベルト１１が折り畳まれない箇所が生
じて、無負荷時のランヤードＡの長さが長くなってしまう。
【００２３】
　そこで、本実施例のように、袋ベルト１１と長尺弾性体１２と拘持材１３とを重縫合し
た位置でストラップ１を分割することにより、扁平の長尺弾性体１２が断面方向に丸まり
難くなる。実際には、安全帯のランヤードＡに用いるストラップ１の長さにおいて、その
ままの長さ（分割しない長さ）では長尺弾性体１２が丸まることがあるが、このストラッ
プ１を二等分割した長さでは丸まることが殆どない。これにより、無負荷時のランヤード
Ａの長さを、当初の長さで保つことができ、本発明のランヤードＡを長期間使用している
うちに、無負荷時のランヤードＡ長さが長くなってしまい、使いづらくなることがない。
【００２４】
　図４（ａ）及び （ｂ）は、本発明の実施例１に係るランヤードＡのフック６１休止状
態を、他の伸縮式蛇腹状ランヤード９（以下「ランヤード９」という）と比較した説明図
であり、図４（ａ）は、実施例１に係るランヤードＡのフック６１休止状態を、図４（ｂ
）は、拘持材１３を固定せず、ストラップ９１を分割しないランヤード９を示している。
図４（ｂ）に示すように、ランヤード９は、フック６１休止状態において、ストラップ９
１が大きな輪状部を形成し、作業者が移動する際、構造物に引っ掛かることがある。一方
、本実施例のランヤードＡは、図４（ａ）に示すように、拘持材１３の端部で折り曲げて
、当該輪状部を極めて小さくし、構造物に引っ掛かり難くできるので安全性が向上する。
【００２５】
　また、図１（ａ）及び （ｂ）に示すように、袋ベルト１１の蛇腹状態は、表裏両面に
均等な波状となっていない。つまり、蛇腹状に収縮した際、山部と谷部のピッチが均等に
規則正しく配置されたような整合性はなく、山部と谷部が不連続な略均等である。このよ
うに不連続な略均等の蛇腹状であっても、実使用においては特に問題はないが、極端に長
手方向の一方に片寄ってしまうと、無負荷時のランヤードＡの長さが長くなるだけではな
く、波状の山部が突出し局部劣化の要因となる。本発明のランヤードＡは、袋ベルト１１
が略均等な蛇腹状態とならずに片寄ってしまうこともなく、局部劣化を防止することがで
きる。
【００２６】
　更に、万一の墜落事故が発生し、ランヤードＡ先端のフック６１を掛止した構造物とラ
ンヤードＡのリング６２を接続した安全帯を装着した人体との間に障害物があるような現
場であったとき、ランヤードＡの中間部分がその障害物と接触するような状態となり、ラ
ンヤードＡがその接触部で二分されることになる。そのとき、ストラップ１が片寄った蛇
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腹状態であれば、二分された人体側の片方だけが伸びることがある。このランヤードＡは
落下衝撃荷重を受け持つ袋ベルト１１が伸びることにより衝撃による荷重を吸収し、落下
時の最大衝撃荷重を緩和するものであるが、ランヤードＡの中間部分が障害物と接触した
場合は、片寄らずに略均等な蛇腹状態である場合に比較すると、袋ベルト１１の片方だけ
に荷重が集中して落下衝撃荷重が大きくなってしまうこともある。
【００２７】
　尚、ランヤードＡにおいて、フック６１をＵシャックル５１ａでストラップ１に、また
ショックアブソーバ７をＵシャックル５１ｂでストラップ１に連結するとき、輪状部５に
摩耗防止材５２を取り付けることが好ましい。また、落下衝撃荷重を緩和するために備え
たショックアブソーバ７は必須ではなく、ランヤードＡの端部はフック６１ではなく、カ
ラビナ等でもよく、構造物等に接続できればよい。尚、ランヤードＡの人体側の端部は、
胴ベルト型安全帯の場合はリング６２を、ハーネス型安全帯の場合はフック６３（図６参
照）を備えたタイプが多い。
【００２８】
＜変形例１＞
　実施例１の変形例として、袋ベルト１に内包する長尺弾性体８２を、合成繊維製のベル
トで、その経糸の一部に長尺のゴムを用いて、そのベルトが伸縮するように構成してもよ
い。図５（ａ）から（Ｃ）は、本発明の実施例１の変形例に係る長尺弾性体８２を示した
正面図、側面図及び底面断面図である。これらの図に示すように、長尺弾性体８２は、経
糸に合成繊維経糸８２１と長尺ゴム８２３を用い、緯糸に合成繊維緯糸８２２を用いてい
る。図５（Ｃ）に示すように、この長尺弾性体８２は表裏両面が交互に波状となった蛇腹
部を形成している。
【００２９】
　これは、長尺弾性体８２の製織工程において、一方の合成繊維経糸８２１ａと延伸した
長尺ゴム８２３を所定長さ製織し、次に合成繊維経糸８２１ａと他方の合成繊維経糸８２
１ｂとを所定長さ製織し、続いて合成繊維経糸８２１ｂと延伸した長尺ゴム８２３を所定
長さ製織する。つまり、長尺弾性体８２の表裏で、製織部（製織して両者が結合した部分
）が交互に設けられた構成となっている。このとき、合成繊維経糸８２１ａと長尺ゴム８
２３の製織部分および合成繊維経糸８２１ｂと長尺ゴム８２３の製織部分の合成繊維緯糸
８２２の糸数を減らすように、その製織部と関わらないようにして製織する。これにより
、延伸した長尺ゴム８２３が自然長状態となったとき、合成繊維経糸８２１ａ又は合成繊
維経糸８２１ｂの製織した部分が谷部を形成し、製織していない部分が山部を形成して、
表裏両面が交互に波状となった蛇腹部ができる。この蛇腹部を有することにより、長尺ゴ
ム８２３が延伸するとき合成繊維経糸８２１が追随して、伸縮ベルトとなる。尚、図５（
Ｃ）の平坦部（波状となっていない部分）は、表裏の合成繊維経糸８２１ａ，８２１ｂと
長尺ゴム８２３とが製織されているので伸縮しない。このように長尺弾性体８２に合成繊
維経糸８２１を用いることにより、長尺弾性体８２も荷重を受け持つことができ、外層と
なる袋ベルト１１が摩耗して劣化しても内層の長尺弾性体８２で強度が保持できる。
【００３０】
＜変形例２＞
　また、図示しないが、上記の長尺弾性体８２の合成繊維経糸８２１により成る外層部分
を、「安全帯の規格」及び「安全帯構造指針」に定められた強度を有するように分厚くし
て、袋ベルト１を省略することもできる。このとき、その外層が摩耗等で劣化しても、万
が一の落下衝撃荷重に耐えうる強度と耐久性を有する必要がある。
【実施例２】
【００３１】
　以下、本発明の実施例２について説明する。上記実施例１と説明の重複する部分につい
ては同一の符号を付して説明を省略し、実施例１に対し、実施例２のうち差異を有する構
造のみについて説明する。
【００３２】
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　図６（ａ）及び （ｂ）は、本発明の実施例２に係る安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤード
Ｂ（以下「ランヤードＢ」という）の自然長状態を示した正面図及び底面図である。これ
らの図に示すように、ランヤードＢは、フック６１と、ストラップ２と、フック６３を備
えたショックアブソーバ７とから成る。ここで、ストラップ２以外の構成は実施例１と共
通であり、ストラップ２の基本構成も実施例１と共通で、両端に輪状部５，５を形成して
いる。
【００３３】
　このストラップ２は、長尺で筒状の袋ベルト２１と、その袋ベルト２１より所定率短尺
の長尺弾性体２２とから成り、袋ベルト２１内に長尺弾性体２２を挿入重合している。そ
して、実施例１では、ストラップ１の中央部近傍で、拘持材１３を自然長状態とした長尺
弾性体１２と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルト１１と共に重縫合したが、本実施例
では、ストラップ２を略４等分する箇所で、拘持材２３ａと拘持材２３ｂ，２３ｂを自然
長状態とした長尺弾性体２２と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルト２１と共に重縫合
する。これにより、更に、扁平の長尺弾性体２２が断面方向に丸まり難く、かつ袋ベルト
２１の蛇腹収縮が長手方向に片寄り難くなる。
【００３４】
　尚、本実施例では、ストラップ２を略４等分する箇所で、拘持材２３ａと拘持材２３ｂ
，２３ｂを袋ベルト２１と長尺弾性体２２と共に重縫合したが、ストラップ２の略２等分
又は略５等分する複数箇所で重縫合してもよく、また略等分せずともよく、それらの場合
も同様の作用・効果が得られる。但し、このときは、これら重縫合する箇所数により、袋
ベルト２１より短尺とする長尺弾性体２２の所定率を微調整する必要がある。
【実施例３】
【００３５】
　以下、本発明の実施例３について説明する。上記実施例１及び実施例２と説明の重複す
る部分については同一の符号を付して説明を省略し、実施例１及び実施例２に対し、実施
例３のうち差異を有する構造のみについて説明する。
【００３６】
　本発明の実施例３に係る安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードＣ（以下「ランヤードＣ」と
いう：図示しない）は、フック６１と、ストラップ３と、フック６３を備えたショックア
ブソーバ７とから成る。ここで、ストラップ３以外の構成は実施例１又は実施例２と共通
であり、ストラップ３の基本構成も実施例１と共通で、両端に輪状部５，５を形成してい
る。
【００３７】
　このストラップ３は、長尺で筒状の袋ベルト３１と、その袋ベルト３１より所定率短尺
の長尺弾性体３２とから成り、袋ベルト３１内に長尺弾性体３２を挿入重合している。図
７（ａ）及び
（ｂ）は、本発明の実施例３に係る拘持材３３を示した正面図及び側面図である。実施例
１及び実施例２では、拘持材１３等を袋ベルト１１、長尺弾性体１２等と共に重縫合した
が、本実施例では、拘持材３３を所定長さの扁平筒状体で構成し、ストラップ３の所定箇
所で、自然長状態とした袋ベルト３１と自然長状態とした長尺弾性体３２とを外包拘持す
る。これにより、重縫合したときと略同様に、ストラップ３が分割されて、扁平の長尺弾
性体３２が断面方向に丸まり難く、かつ袋ベルト３１の蛇腹収縮が長手方向に片寄り難く
なる。
【００３８】
　この拘持材３３は、断面が長孔の扁平筒状体であり、その材質は樹脂又は合成ゴムであ
る。その長孔の大きさと長手方向の長さは、それらの可撓性により決定されるが、ストラ
ップ３を伸縮させたときに、その位置が移動しないように、袋ベルト３１と長尺弾性体３
２とを外包拘持できる大きさと長さである。また、合成繊維製のベルトを輪状に縫合して
もよい。
【００３９】
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　但し、この拘持材３３は、ストラップ３の両端に輪状部５，５を形成する前に、予め袋
ベルト３１と長尺弾性体３２に挿通しておく必要がある。また、この拘持材３３を複数個
設けることにより、更に、扁平の長尺弾性体３２が断面方向に丸まり難く、かつ袋ベルト
３１の蛇腹収縮が長手方向に片寄り難くなる。
【符号の説明】
【００４０】
　Ａ、Ｂ、Ｃ　　ランヤード（安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤード）
　１　　ストラップ
　１１　袋ベルト　　　　１２　長尺弾性体　　　　１３　拘持材
　２　　ストラップ
　２１　袋ベルト　　　　２２　長尺弾性体　　　　２３ａ、２３ｂ　拘持材
　３　　ストラップ
　３１　袋ベルト　　　　３２　長尺弾性体　　　　３３　拘持材
　５　　輪状部
　５１ａ、５１ｂ　Ｕシャックル　　　　　　　　　５２　摩耗防止材
　６１　フック　　　　　６２　リング　　　　　　６３　フック
　７　　ショックアブソーバ
　８２　長尺弾性体
　８２１　合成繊維経糸　　　８２２　合成繊維緯糸　　　８２３　長尺ゴム
　９　　ランヤード　　　　　９１　ストラップ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月4日(2013.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、拘持材を所定長さの扁平筒状体で構成し、ストラップの所定箇所で、自然長状態
とした長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルトとを外包拘持してもよい。こ
れにより、重縫合したときと略同様に、ストラップが分割されて、扁平の長尺弾性体が断
面方向に丸まり難く、かつ袋ベルトの蛇腹収縮が長手方向に片寄り難くなる。
　以上の手段の中でも、安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードにおける大きな課題である内包
した扁平の長尺弾性体が長期間の使用によって断面方向（幅方向）に丸まってしまうのを
防止すること、長手方向の一方に片寄ってしまうのを防止すること、フック休止時（フッ
クを使わないときに安全帯に備えているフックハンガーやＤ環にフックを掛止している時
）におけるストラップの形成する輪状部が大きくなるのを防止すること、を解決する手段
として、ストラップ長を略二等分割する当該ストラップの中央部近傍の片面で、所定長さ
を有する平板状の拘持材を、自然長状態とした長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除し
た袋ベルトと共に重縫合する、という手法が最も効果的である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺で筒状の袋ベルトと、当該袋ベルトより所定率短尺の長尺弾性体とから成るストラ
ップを有する安全帯用のランヤードであって、
　前記ストラップは、前記袋ベルト内に前記長尺弾性体を挿入重合し、両者の端部を引き
揃えた状態で折り返して縫合し、両端に輪状部が形成されており、
　前記ストラップの両端の輪状部間に引張力の負荷を加えたとき、前記袋ベルトは自然長
状態となり、前記長尺弾性体は前記袋ベルト長さまで延伸された延伸状態となり、また、
引張力の加わらない無負荷時には、前記長尺弾性体は自然長状態となり、前記袋ベルトは
表裏両面に波状となった蛇腹状態となるように構成されており、
　前記ストラップ長を略二等分割する当該ストラップの中央部近傍の片面に、所定長さを
有する平板状の拘持材を、自然長状態とした前記長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除
した前記袋ベルトと共に重縫合したことを特徴とする安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤード。
【手続補正書】
【提出日】平成25年12月9日(2013.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、拘持材を所定長さの扁平筒状体で構成し、ストラップの所定箇所で、自然長状態
とした長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除した袋ベルトとを外包拘持してもよい。こ
れにより、重縫合したときと略同様に、ストラップが分割されて、扁平の長尺弾性体が断
面方向に丸まり難く、かつ袋ベルトの蛇腹収縮が長手方向に片寄り難くなる。
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　以上の手段の中でも、安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤードにおける大きな課題である内包
した扁平の長尺弾性体が長期間の使用によって断面方向（幅方向）に丸まってしまうのを
防止すること、長手方向の一方に片寄ってしまうのを防止すること、フック休止時（フッ
クを使わないときに安全帯に備えているリングにフックを掛止している時）におけるスト
ラップの形成する輪状部が大きくなるのを防止すること、を解決する手段として、ストラ
ップ片面の、ランヤード長を二等分割する位置に、５０ｍｍ程度の長さを有する平板状の
拘持材の一端を合致させ、自然長状態とした長尺弾性体と、蛇腹状態を部分的に解除した
袋ベルトと共に重縫合するという手法、これによって、フックをリングに掛止して、スト
ラップが拘持材の一端部で折り曲げられたとき、その折り返しにより相対した両ストラッ
プが近接する構成とすることが最も効果的である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺で筒状の袋ベルトと、当該袋ベルトより所定率短尺の長尺弾性体とから成るストラ
ップを有する安全帯用のランヤードであって、
　前記ランヤードの一端に安全帯の胴ベルトに接続するリングを備えており、他端に当該
リングに掛止可能なフックを備えており、
　前記ストラップは、前記袋ベルト内に前記長尺弾性体を挿入重合し、両者の端部を引き
揃えた状態で折り返して縫合し、両端に輪状部が形成されており、
　前記ストラップの両端の輪状部間に引張力の負荷を加えたとき、前記袋ベルトは自然長
状態となり、前記長尺弾性体は前記袋ベルト長さまで延伸された延伸状態となり、また、
引張力の加わらない無負荷時には、前記長尺弾性体は自然長状態となり、前記袋ベルトは
表裏両面に波状となった蛇腹状態となるように構成されており、
　前記ストラップ片面の、前記ランヤード長を二等分割する位置に、５０ｍｍ程度の長さ
を有する平板状の拘持材の一端を合致させ、自然長状態とした前記長尺弾性体と、蛇腹状
態を部分的に解除した前記袋ベルトと共に重縫合し、
前記フックを前記リングに掛止して、前記ストラップが前記拘持材の一端部で折り曲げら
れたとき、その折り返しにより相対した両ストラップが近接するように構成したことを特
徴とする安全帯用伸縮式蛇腹状ランヤード。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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